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お子さんの不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について伺いま

 

 

 

 

◆問２１ お子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の通院、就労等の目

的で、不定期に利用している事業はありますか。利用している場合は、利用している事業と1

年間のおおよその利用日数を、利用していない場合は、その理由をあわせてお答えください。

あてはまる番号1つに○、記号すべてに○、□内に数字（１枠に１字）をご記入ください。 
 

利用の有無 
【１つ選択】 

   年間延べ日数 
【数字を記入】 

１．利用している ➧ 利用している事業 
【複数選択可】 

ア．一時保育 
（保護者が病気や出産等の理由で子どもを保育できないとき

に、一時的に認可保育園で預かる事業） 
   日 

 

イ．生活支援型一時保育：オアシスルーム 
（在宅で子育てをする保護者が一時的な保育を希望する場

合に、時間単位で子どもを預かる事業） 
   日 

 

ウ．幼稚園の預かり保育 
（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち不定期に利用

する場合のみ） 
   日 

 

エ．ファミリー・サポート・センター 
（地域住民が子どもを預かる事業） 

   日 
 

オ．夜間養護等事業：トワイライトステイ 
（児童養護施設等で休日・夜間、子どもを保護する事業） 

   日 
 

カ．ベビーシッター    日 
 

キ．その他（                      ）    日 
 

２．利用していない ➧ 利用していない 
理由 

【複数選択可】 

ア. 特に利用する必要がない 

イ．利用したい事業が地域にない 

ウ．地域の事業の質に不安がある 

エ．地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・日数など）が良くない 

オ．利用料がかかる・高い 

カ．利用料がわからない 

キ．自分が事業の対象となるのかわからない 

ク．事業の利用方法がわからない 

ケ．その他（                                      ） 
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◆問２２ お子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい事業を利用

する必要があると思いますか。利用希望の有無についてあてはまる番号・記号すべてに○を

つけ、必要な日数をご記入ください。（利用したい日数の合計と、目的別の内訳の日数を□内

に数字（１枠に１字）をご記入ください）なお事業の利用には、一定の利用料がかかります。 

１．利用したい 計         日 

 ア．私用（買い物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフレッシュ目的           日 

 イ．冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院 等           日 

 ウ．不定期の就労           日 

 エ．その他（               ）        日 

２．利用する必要はない  

 

◆問２３ この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、お子さんを泊
まりがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が見つから
なかった場合も含みます）。あった場合は、この１年間の対処方法としてあてはまる番号すべ
てに○をつけ、それぞれの日数も□内に数字（１枠に１字）をご記入ください。 

 １年間の対処方法 日数 

１．あった ア．親族・知人にみてもらった            泊 

 
イ．短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した 

  （児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業） 
          泊 

 ウ．イ以外の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等）を利用した           泊 

 エ．仕方なく子どもを同行させた            泊 

 オ．仕方なく子どもだけで留守番をさせた           泊 

 カ．その他（                   ）           泊 

２．なかった   
 

◆問２４ 夜間・深夜・早朝保育サービスを利用したいと思いますか。あてはまる番号１つに○をつけ

てください。 

１．利用したい ２．利用する必要はない 

 

問24で、「１」（利用したい）を選んだ方に伺います。                        

◆問２４－１ 利用したい時間帯をご記入ください。 

利用したい時間        時      分から      時      分まで 

 

◆問２４－２ 利用したい施設・事業をお答えください。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．事業所内保育施設 

２．院内保育施設 

３．居宅訪問型保育（ベビーシッター） 

４．ベビーホテル 

５．その他（                  ） 

 

 
◆問２４－３ あなたの現在の職種をお答えください。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．経営・管理職 

２．専門・技術職 

３．事務職 

４．労務・技能職 

５．販売・サービス職 

６．その他（                  ） 
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育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について伺います。 

 

 

 

 

◆問２５ 育児休業の延長（満１歳から満１歳６か月、満１歳６か月から満２歳）について伺います。

育児休業を延長する場合、お勤め先にはどのような手続きが必要ですか。あてはまる番号１

つに○をつけてください。 

１．区市町村が発行する保育園の入園不承諾通知書の提出を求められている 

２．満１歳６か月までの延長は申請のみだが、満２歳までの延長には、保育園の入園不承諾通知書の提出を求められている 

３．申請のみで満２歳まで延長が認められる 

４．その他（                                        ） 

５．わからない 

 

◆問２５－１ 子どもが原則満１歳（保育所における保育の実施が行われないなど一定の要件を満たす

場合は満１歳６か月）になるまで育児休業給付が支給される仕組み、子どもが満３歳に

なるまでの育児休業等（法定の育児休業および企業が法定を上回る期間設けた育児休業

に準ずる措置）期間について健康保険および厚生年金保険の保険料が免除になる仕組み

がありますが、そのことを知っていましたか。あてはまる番号１つに○をつけてくださ

い。 

１．育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた 

２．育児休業給付のみ知っていた 

３．保険料免除のみ知っていた 

４．育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった 

 

 

問26および問27は満１歳以上のお子さんがいる方に伺います。                    

◆問２６ お子さんが満１歳になる前に、認可保育園への入園申込みをしましたか。あてはまる番号１

つに○をつけてください。 

１．申込みをした  →問27へ ２．申込みをしなかった  →問28へ 

 

◆問２７ 入園申込みした理由をお答えください。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．認可保育園へ入園し職場に復帰するため 

２．認可保育園への入園を希望しないが、育児休業の延長手続きで入園不承諾通知書が必要となるため 

３．認可保育園への入園を希望しないが、認可外保育施設やベビーシッターの保育料助成手続きで入園不承諾通知書が 

必要となるため 

４．その他（                                                                ） 
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すべての方に伺います。                                      

◆問２８ お子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。取得し
た場合は、取得後の状況（母親）と取得期間（父親）を、取得していない場合は、その理由
をお答えください。それぞれ、あてはまる番号１つに◯、記号すべてに◯をつけてください。 

 取得の有無 【１つ選択】     

母親 

１．取得した 
（取得中である） ➧ 取得後の状況 

【１つ選択】 
A．育児休業取得後、職場に復帰した 
B．現在も育児休業中である 
C．育児休業中に離職した  

２．取得していない 

 
➧ 取得していない 

理由 
【複数選択可】 

ア．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があったため 
イ．仕事が忙しかったため 
ウ．（産休後に）仕事に早く復帰したかったため 
エ．仕事に戻るのが難しそうだったため 
オ．昇給・昇格などが遅れそうだったため 
カ．収入減となり、経済的に苦しくなるため 
キ．保育園などに預けることができたため 
ク．配偶者（パートナー）が育児休業制度を利用したため 
ケ．配偶者（パートナー）が無職、祖父母等の親族にみてもらえ 

るなど、制度を利用する必要がなかったため 
コ．子育てや家事に専念するため退職したため 
サ．職場に育児休業の制度がなかったため 

（就業規則に定めがなかったため） 
シ. 有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかったため 
ス. 育児休業を取得できることを知らなかったため 
セ. 産前産後の休暇（産前6週間、産後８週間）を 

取得できることを知らず、退職したため 
ソ．その他（                             ） 

３．働いていなかった   
 

 取得の有無 【１つ選択】     

父親 

１．取得した 
（取得中である） ➧ 取得後の状況 

【１つ選択】 
A．育児休業取得後、職場に復帰した 
B．現在も育児休業中である 
C．育児休業中に離職した 

２．取得していない 

 
➧ 取得していない 

理由 
【複数選択可】 

ア．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があったため 
イ．仕事が忙しかったため 
ウ．仕事に戻るのが難しそうだったため 
エ．昇給・昇格などが遅れそうだったため 
オ．収入減となり、経済的に苦しくなるため 
カ．保育園などに預けることができたため 
キ．配偶者（パートナー）が育児休業制度を利用したため 
ク．配偶者（パートナー）が無職、祖父母等の親族にみてもらえ 

るなど、制度を利用する必要がなかったため 
ケ．子育てや家事に専念するため退職したため 
コ．職場に育児休業の制度がなかったため 

（就業規則に定めがなかったため） 
サ. 有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかったため 
シ. 育児休業を取得できることを知らなかったため 
ス. その他（                            ） 

３．働いていなかった   
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問28の母親で、「１．取得した」の「A」（職場に復帰）を選んだ方は問２９にお答えください。                      
「B」（育児休業中）を選んだ方は19ページ 問30へ、「C」（離職）を選んだ方は２０ページへお進みく
ださい。                                               

 

 

 

 

◆問２９ 母親が職場に復帰した時の状況についてお答えください。 

◆問２９－１ 育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育園入園に合わせたタイミングでした
か。あるいはそれ以外でしたか。あてはまる番号１つに○をつけてください。※年度初
めでの認可保育園入園を希望して、１月から２月頃に復帰して一時的に認可外保育所に
入所した場合なども「１」にあてはまります。また、年度初めでの入所を希望して復帰
したが、実際には希望する保育園に入園できなかったという場合も「１」を選択してく
ださい。 

１．年度初めの入園に合わせたタイミングだった ２．それ以外だった 

 

◆問２９－２ 育児休業からは、「実際」にお子さんが満何歳何か月のときに職場に復帰しましたか。ま
た、お勤め先の育児休業制度の期間内で、満何歳何か月のときまで取りたいと思いまし
たか。「実際」と「希望」の時期が異なる場合は、その理由をあわせてお答えください。
□内に数字（１枠に１字）をご記入ください。 

実際の時期   歳   か月 
 

希望の時期   歳   か月 
 

「希望」より 早く復帰した方【複数選択可】 「希望」より 遅く復帰した方【複数選択可】 

１．希望する保育園に入るため 

２．配偶者（パートナー）や家族の希望があったため 

３．経済的な理由で早く復帰する必要があったため 

４．人事異動や業務の節目の時期に合わせるため 

５．その他（                          ） 

 

１．希望する保育園に入れなかったため 

２．自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため 

３．配偶者（パートナー）や家族の希望があったため 

４．職場の受け入れ態勢が整っていなかったため 

５．子どもをみてくれる人がいなかったため 

６．その他（                          ） 

 

◆問２９－３ お勤め先に、満３歳まで育児休業を取得できる制度があった場合、「希望」としてはお子
さんが満何歳何か月のときまで取りたいと思いますか。□内に数字（１枠に１字）をご
記入ください。 
 

  歳   か月 
 

 

  

  

  

  

問２８の母親で、「２．取得しなかった」または「３．働いていなかった」を選んだ方、 

その他いずれにも該当しない方も、２０ページへお進みください。 
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◆問２９－４ 育児休業から職場に復帰した時には短時間勤務制度を利用しましたか。利用しなかった

（できなかった）場合は、その理由もあわせてお答えください。あてはまる番号1つに
○、記号すべてに○をつけてください。 

利用の有無  
【１つ選択】 

１．利用した 

２．短時間勤務制度を 
利用しなかった ➧ 利用しなかった 

理由 
【複数選択可】 

ア．職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった 

イ．仕事が忙しかった 

ウ．短時間勤務にすると給与が減額され、経済的に苦しくなる 

エ．短時間勤務にすると保育園の入園申請の優先順位がさがる 

オ．配偶者（パートナー）が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した 

カ．配偶者（パートナー）が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、 

制度を利用する必要がなかった 

キ．子育てや家事に専念するため退職した 

ク．職場に短時間勤務制度がなかった 

（就業規則に定めがなかった） 

ケ．短時間勤務制度を利用できることを知らなかった 

コ．その他（                             ） 

 

問28の母親で、「１．取得した」の「B」（現在も育児休業中）を選んだ方に伺います。                          

◆問３０ お子さんが満１歳になったときに必ず利用できる教育・保育事業があれば、満１歳になるま
で育児休業を取得しますか。または、預けられる事業があれば満１歳になる前に職場に復帰
したいと思いますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

 

１．満１歳になるまで育児休業を取得したい ２．満１歳になる前に職場に復帰したい 
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問28の父親で、「１．取得した」の「A」（職場に復帰）を選んだ方は問３１にお答えください。                       
「B」（育児休業中）を選んだ方は21ページ 問32へ、「C」（離職）を選んだ方は22ページ 問33へ    
お進みください。                                            

 

 

 

 

◆問３１ 父親が職場に復帰した時の状況についてお答えください。 

◆問３１－１ 育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育園入園に合わせたタイミングでした
か。あるいはそれ以外でしたか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

※年度初めでの認可保育園入園を希望して、１月から２月頃に復帰して一時的に認可外保
育所に入所した場合なども「１」にあてはまります。また、年度初めでの入園を希望し
て復帰したが、実際には希望する保育園に入園できなかったという場合も「１」を選択
してください。 

１．年度初めの入園に合わせたタイミングだった ２．それ以外だった 

 

◆問３１－２ 育児休業からは、「実際」にお子さんが満何歳何か月のときに職場に復帰しましたか。ま
た、お勤め先の育児休業制度の期間内で、満何歳何か月のときまで取りたいと思いまし
たか。「実際」と「希望」の時期が異なる場合は、その理由をあわせてお答えください。
□内に数字（１枠に１字）をご記入ください。 

実際の時期   歳   か月 
 

希望の時期   歳   か月 
 

「希望」より 早く復帰した方【複数選択可】 「希望」より 遅く復帰した方【複数選択可】 

１．希望する保育園に入るため 

２．配偶者（パートナー）や家族の希望があったため 

３．経済的な理由で早く復帰する必要があったため 

４．人事異動や業務の節目の時期に合わせるため 

５．その他（                          ） 

 

１．希望する保育園に入れなかったため 

２．自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため 

３．配偶者（パートナー）や家族の希望があったため 

４．職場の受け入れ態勢が整っていなかったため 

５．子どもをみてくれる人がいなかったため 

６．その他（                          ） 

 

◆問３１－３ お勤め先に、満３歳まで育児休業を取得できる制度があった場合、「希望」としてはお子
さんが満何歳何か月のときまで取りたいと思いますか。□内に数字（１枠に１字）をご
記入ください。 
 

  歳   か月 
 

 

  

  

  

  

問２８の父親で、「２．取得しなかった」または「３．働いていなかった」を選んだ方、 

その他いずれにも該当しない方も、２２ページ 問３３へお進みください。 
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◆問３１－４ 育児休業から職場に復帰した時には短時間勤務制度を利用しましたか。利用しなかった
（できなかった）場合は、その理由もあわせてお答えください。あてはまる番号1つに
○、記号すべてに○をつけてください。 

利用の有無  
【１つ選択】 

１．利用した 

２．短時間勤務制度を 
利用しなかった ➧ 利用しなかった 

理由 
【複数選択可】 

ア．職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった 

イ．仕事が忙しかった 

ウ．短時間勤務にすると給与が減額され、経済的に苦しくなる 

エ．短時間勤務にすると保育園の入園申請の優先順位がさがる 

オ．配偶者（パートナー）が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した 

カ．配偶者（パートナー）が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、 

制度を利用する必要がなかった 

キ．子育てや家事に専念するため退職した 

ク．職場に短時間勤務制度がなかった 

（就業規則に定めがなかった） 

ケ．短時間勤務制度を利用できることを知らなかった 

コ．その他（                             ） 

 

問28の父親で、「１．取得した」の「B」（現在も育児休業中）を選んだ方に伺います。                          

◆問３２ あて名のお子さんが満１歳になったときに必ず利用できる教育・保育事業があれば、満１歳
になるまで育児休業を取得しますか。または、預けられる事業があれば満１歳になる前に職
場に復帰したいと思いますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

 

１．満１歳になるまで育児休業を取得したい ２．満１歳になる前に職場に復帰したい 
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幼児教育・保育の無償化について伺います。 

 

 

 

◆問３３ 2019年10月から幼児教育・保育の無償化が実施される予定ですが、無償になる上限金額が定
められていることや、０歳から２歳児は住民税非課税世帯のみが無償化の対象になることな
ど、無償化の内容を知っていますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．無償化の内容を知っている 

２．無償化になることは知っているが内容は知らない 

３．無償化になることを知らない 

 

 

◆問３４ 幼児教育・保育の無償化が実現したら、これにより就労したい、または就労形態を変えたい
と思いますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．現在就労していないがフルタイムで働きたい 

２．パート・アルバイトからフルタイムに切り替えたい 

３．現在就労していないがパート・アルバイトで働きたい 

４．その他（                          ） 

 

◆問３５ 幼児教育・保育の無償化が実現したら、希望するサービスが変わりますか。無償化前と無償
化後のそれぞれについて、希望するサービスの番号１つに◯をつけてください。 

【子ども・子育て支援制度上のサービス】 

 
無償化前 
の希望 

無償化後 
の希望 

特定教育・ 

保育施設 

幼稚園（区立幼稚園） １ １ 

認可保育園（区立・私立保育園） ２ ２ 

認定こども園（保育園機能と幼稚園機能をもった施設） ３ ３ 

地域型保育 

家庭的保育（保育者の家庭等で預かるサービス） ４ ４ 

事業所内保育（企業が従業員の子どもと地域の子どもを一緒に保育する
サービス） 

５ ５ 

小規模保育（少人数（定員６から19人）を対象に、家庭的保育に近い
雰囲気のもと行う保育） 

６ ６ 

居宅訪問型保育 
（障害・疾患などで個別のケアが必要な場合や、施設がなくなった地域で保育 
を維持する必要がある場合などに、保護者の自宅で１対１で行う保育） 

７ ７ 

その他 企業主導型保育 ８ ８ 

【子ども・子育て支援制度外のサービス】 

幼稚園（私立幼稚園） ９ ９ 

認証・認可外保育所（認可保育園以外の保育所） 10 10 

その他 11 11 

利用の希望はない 12 12 
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◆問３６ 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、

ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 

回答いただいた調査票は、三つ折りにして同封の返信用封筒に入れて、 

平成30年12月9日（日）までに、ポストに入れてください（切手は不要です）。 

 

 

 

 

 

ご住所 

 〒 東京 
都道 

府県 

品川区  

  

フリガナ   

お名前 
（姓） （名） 

 

  

図書カード（500円分）応募ご記入欄 
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ご家族のお住まいについて伺います。 

 

２．３歳以上児童保護者調査票 
 

 

 

 

品川区子ども・子育て支援事業計画の策定に伴う意向調査 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

◆問１ お住まいの地区をお答えください。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

№ 地区 町名・丁目 

１ 品川地区 北品川１～６、東品川１～５、南品川１～６、八潮１～３、東八潮、広町１ 

２ 東大井・八潮地区 東大井１～６、南大井１～６、勝島１～３、八潮４・５ 

３ 大崎地区 西品川１～３、大崎１～５、豊町１、平塚１、戸越１～５ 

４ 大井地区 大井１～７、西大井１～６、二葉１～４、豊町２～６、広町２、戸越６ 

５ 五反田地区 上大崎１～４、東五反田１～５、西五反田１～８、小山台１・２、小山１～３、荏原１～３ 

６ 荏原地区 旗の台１～６、中延１～６、小山４～７、荏原４～７、平塚２・３、西中延１～３、東中延１・２ 

 

◆問１－１ 品川区に居住して何年になりますか。（□内に数字（１枠に１字）をご記入ください）
  

           年 

  

ご回答にあたって 

① アンケート調査には、保護者の方がご記入ください。 

② 特にことわり書きがある場合以外は、封筒のあて名のお子さんについてご記入ください。 

③ 選択肢がある場合は、あてはまる番号を○印で囲んでください。数字や文章をご記入いただく場

合もありますので、設問の指示にしたがってお答えください。 

④ 選択肢に矢印やことわり書きがある場合は、それにしたがって次の設問に進んでください。 

⑤ アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で1,000名の方に図書カード（500円分）を差し上げ

ます。ご希望の方は24ページの図書カード応募ご記入欄にご住所・お名前をご記入の上、アン

ケートをご返信ください。 

３歳以上の方 
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お子さんとご家族の状況について伺います。 

 

 

 

◆問２ お子さんの生年月をご記入ください。（□内に数字（１枠に１字）をご記入ください） 

 平成           年          月生まれ 

 

◆問３ お子さんのきょうだいは何人いますか。お子さんを含めた人数をご記入ください。２人以上の
お子さんがいる場合は、末子の生年月をご記入ください。（□内に数字（１枠に１字）をご記入
ください） 

きょうだい数     人             末子の生年月 平成          年         月生まれ 

 

◆問４ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。あて名のお子さんからみた関係でお答えください。 

１．母親 ２．父親 ３．その他（                     ） 

 

◆問５ この調査票にご回答いただく方の配偶関係についてお答えください。 

１．配偶者（パートナー）がいる ２．配偶者（パートナー）はいない 

 

◆問６ お子さんの子育て（教育を含む）を主に行っている方はどなたですか。お子さんからみた関係
でお答えください。 

１．父母ともに 

２．主に母親 

３．主に父親 

４．主に祖父母 

５．その他（                ） 
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お子さんの養育環境について伺います。 

 
 
 
 
 

◆問７ お子さんの子育て（教育を含む）について気軽に相談できる人はいますか。また、相談できる
場所はありますか。いる（ある）場合は、相談相手（場所）とあわせてお答えください。あて
はまる番号１つに○、記号すべてに○をつけてください。 

相談先の有無 
【１つ選択】  相談相手（場所） 【複数選択可】 

１．いる（ある） ➧ 

ア．配偶者（パートナー）・祖父母等の親族 

イ．友人や知人 

ウ．近所の人 

エ．幼稚園の先生 

オ．認定こども園の先生 

カ．保育園の先生 

キ．利用する施設の園長 

ク．民生委員・児童委員 

ケ．かかりつけの医師 

コ．子育てグループサークル 

サ．保健所・保健センター 

シ．子育て支援施設（児童ｾﾝﾀｰ等）・NPO 

ス．区の子育て関連担当窓口 

セ．その他（              ） 

２．いない（ない）   

 

◆問８ 日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。あてはまる番号すべてに○をつけてく
ださい。 

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる  

５．いずれもない 

 

◆問９ 子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、行政担当者など）からどのようなサポー
トがあれば良いと思いますか。ご自由にご記入ください。 
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お子さんの保護者の就労状況について伺います。 
 

 

◆問１０ お子さんの保護者は子育てと就労についてどのような希望がありますか。それぞれ、あては
まる番号１つに○をつけてください。 

母親 

１．在宅で子育てをしたい 

２．教育・保育事業を利用して働きながら子育てをしたい 

３．配偶者（パートナー）が在宅で子育てして自分は働きたい 

４．その他（                            ） 

 

父親 

１．在宅で子育てをしたい 

２．教育・保育事業を利用して働きながら子育てをしたい 

３．配偶者（パートナー）が在宅で子育てして自分は働きたい 

４．その他（                            ） 

  
◆問１1 お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）を伺います。 

◆問１1－１ 保護者の就労状況と就労時間をお答えください。就労日数、就労時間等が一定でない場合
は、最も多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業
に入る前の状況でお答えください。それぞれ、あてはまる番号１つに○、□内に数字
（１枠に１字）をご記入ください。 

  ※時間は、必ず24時間制（例：08時、18時）でお答えください。 

母親の就労状況 【１つ選択】  就労時間 【数字を記入】 

１．フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

＊フルタイム：1週5日程度・１日8時間程度の就労 

２．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

＊パート・アルバイト等：フルタイム以外の就労 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

➧

１週あたり  日 

１日あたり 
（残業含む）  時間  分 

家を出る時刻  時  分 

帰宅時刻  時  分 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない  
1または2と回答 ⇒ 問12へ 
3または4と回答 ⇒ 問11-2へ 
5または6と回答 ⇒ 問11-3へ 

 

父親の就労状況 【１つ選択】  就労時間 【数字を記入】 

１．フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない 

＊フルタイム：1週5日程度・１日8時間程度の就労 

２．フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない 

＊パート・アルバイト等：フルタイム以外の就労 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中である 

➧

１週あたり  日   

１日あたり 
（残業含む）  時間  分 

家を出る時刻  時  分 

帰宅時刻  時  分 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない  
1または2と回答 ⇒ 問12へ 
3または4と回答 ⇒ 問11-2へ 
5または6と回答 ⇒ 問11-3へ 
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問11－１で、「３」または「４」（パート・アルバイト等で就労している）を選んだ方に伺います。     

◆問１1－２ フルタイムへの転換希望はありますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

母親 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けたい 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 
 
 

父親 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けたい 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 
 
 
問11－１で、「５」または「６」（現在就労していない）を選んだ方に伺います。             

◆問１1－３ 就労したい希望はありますか。それぞれ、あてはまる番号・記号1つに○、□内に数字

（１枠に１字）をご記入ください。 

ಟ
 

１．子育てや家事等に専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、末子が満          歳になった頃に就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

希望する就労形態 
【１つ選択】 

※「イ」の場合は希望
する就労時間も記入 

ア．フルタイム（１週5日程度・１日8時間程度の就労） 
イ．パート・アルバイト等（「ア．フルタイム」以外の就労） 

１週あたり  日  １日あたり   時間   分 

 
 

４．病気等で就労が困難 

 
 

೯
 

１．子育てや家事等に専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、末子が満          歳になった頃に就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

希望する就労形態 
【１つ選択】 

※「イ」の場合は希望
する就労時間も記入 

ア．フルタイム（１週5日程度・１日8時間程度の就労） 
イ．パート・アルバイト等（「ア．フルタイム」以外の就労） 

１週あたり  日  １日あたり   時間   分 

 
 

４．病気等で就労が困難 
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お子さんの平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について伺います。 
 

◆問１２ 現在、あて名のお子さんは、平日に教育・保育事業を利用していますか。年間を通じて｢定期
的に｣利用している事業をお答えください。 

利用している場合は、年間を通じて「定期的に」利用している事業と利用日数等を、利用してい
ない場合は、その理由をあわせてお答えください。あてはまる番号１つに○、記号すべてに○、
□内に数字（１枠に１字）をご記入ください。 

※時間は、必ず24時間制（例：08時、18時）でお答えください。 
  
利用の有無 
【1つ選択】 

 現在の利用状況【複数選択可】 

１．利用 
している 

➧

利
用
し
て
い
る
教
育
・
保
育
事
業 

ア．幼稚園 
イ．幼稚園の預かり保育 

通常の就園時間を延長して預かる事業のうち定期的
な利用のみ 

ウ．認可保育園 
国が定める最低基準に適合し、都等の認可を受けた
定員20人以上の施設 

エ．認定こども園 
幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設 
（区立一本橋・五反田・旗の台・北品川第二保育
園、私立学研こども園、ポピンズナーサリースクール西
五反田、石井こども園） 

オ．認証保育所 
認可保育園ではないが、都が定めた施設基準を満た
し、都が認証した施設 

 
 
 

カ．幼保一体施設 
保育園と幼稚園を同じ建物内か隣接する施設内におい
て一体的に運営する施設 
（二葉すこやか園、第一日野すこやか園、平塚すこやか
園、のびっこ園台場、御殿山すこやか園） 

キ．就学前乳幼児教育施設 
保育園と幼稚園相互の特色を生かした保育と教育を継
続的、一体的に行う施設 
（ぷりすくーる西五反田） 

ク．事業所内保育事業 
企業が主に従業員用に運営する施設 

ケ．居宅訪問型保育事業 
保育者が子どもの家庭で保育する事業 
（ベビーシッター） 

コ．その他の認可外の保育施設 
  （企業主導型保育事業を含む） 
サ．ファミリー・サポート・センター 

地域住民が子どもを預かる事業 
シ．その他（                       ） 

利
用
日
数
・ 
時
間 

現在 
の 

利用状況 

 

1週あたり  日・1日あたり 

  時間 
 

分 

  時 
 

分 
から 

    時 
 

  分 
      

 

現在、利用している教育・保育事業の実施場所 
１．品川区内 
２．他の区市 

今後 
の 

利用希望 

 

1週あたり  日・1日あたり 

  時間 
 

分 

  時 
 

分 
から 

    時 
 

  分 
      

 

今後、利用を希望する教育・保育事業の実施場所 
１．品川区内 
２．他の区市 

 
教育・保育事業を 

利用している理由 

【複数選択可】 

１．子どもの教育や発達のため 
２．子育てをしている方が現在就労しているため 
３．子育てをしている方が就労予定があるため／求職中のため 
４．子育てをしている方が家族・親族などを介護しているため 
５．子育てをしている方が病気や障害があるため 
６．子育てをしている方が学生であるため 
７．その他（                                            ） 
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２．利用 
していない 
 

➧

利用していない理由【複数選択可】  
ア．利用する必要がないため(子どもの教育や発達のため、子どもの母親か父親が就労していない) 

イ．子どもの祖父母や親戚の人がみているため 

ウ．近所の人や父母の友人・知人がみているため 

エ．利用したいが、教育・保育の事業に空きがないため 

オ．利用したいが、経済的な理由で事業を利用できないため 

カ．利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わないため 

キ．利用したいが、質や場所等、納得できる事業がないため 

ク．子どもがまだ小さいため（満    歳くらいになったら利用しようと考えている） 

ケ．その他（                                    ） 
 

 

すべての方に伺います。                                       

◆問１３ 現 在 利 用 している、利 用 していないにかかわらず、お子さんの平日の教育・保育事業として、
「定期的に」利用したいと思う事業をお答えください。あてはまる記号すべてに○をつけてく
ださい。なお、これらの事業の利用には、一定の利用料がかかります。 

 

問 13 で、「ア」または「イ」に○をつけ、かつ「ウ」から「セ」にも○をつけた方に伺います。      

◆問１３－１ 特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を強く希望し
ますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．はい ２．いいえ 

 

 

ア．幼稚園 

イ．幼稚園の預かり保育 
通常の就園時間を延長して預かる事業のうち定期的な利用のみ 

ウ．認可保育園 
国が定める最低基準に適合し、都等の認可を受けた定員20人以

上の施設 

エ．認定こども園 
幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設 
（区立一本橋・五反田・旗の台・北品川第二保育園、私立学研

こども園・ポピンズナーサリースクール西五反田・石井こども園） 

オ．認証保育所 
認可保育園ではないが、都が定めた施設基準を満たし、都が認証

した施設 

カ．幼保一体施設 
保育園と幼稚園を同じ建物内か隣接する施設内において一体的

に運営する施設 
（二葉すこやか園、第一日野すこやか園、平塚すこやか園、のびっ

こ園台場、御殿山すこやか園） 
 

キ．就学前乳幼児教育施設 
保育園と幼稚園相互の特色を生かした保育と教育を継続的、一

体的に行う施設（ぷりすくーる西五反田） 

ク．小規模保育事業 
国が定める最低基準に適合し、区の認可を受けた定員が概ね６

から19人の施設 

ケ．家庭的保育事業 
保育者の家庭等で５人以下の子どもを保育する事業 

コ．事業所内保育事業 
企業が主に従業員用に運営する施設 

サ．居宅訪問型保育事業 
保育者が子どもの家庭で保育する事業（ベビーシッター） 

シ．その他の認可外の保育施設 
（企業主導型保育事業を含む） 

ス．ファミリー・サポート・センター 
地域住民が子どもを預かる事業 

セ．その他（                              ） 
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すべての方に伺います。                                     

◆問１４ 現在、品川区が行う教育・保育内容の充実度についてどのように思いますか。あてはまる番
号１つに◯をつけてください。「３」または「４」を選んだ方は、充実してほしい教育・保育
内容を具体的にご記入ください。 

１．とても充実している 

２．まあ充実している          ＜充実してほしい教育・保育内容＞ 

３．あまり充実していない 

４．まったく充実していない 

 

◆問１５ 定期的に教育・保育の事業を利用しているまたは希望する方に伺います。教育・保育の環境
および内容として期待する項目をお答えください。あてはまる番号すべてに◯をつけてくだ
さい。 

１．保育施設（新しい・広い・安全な設備など） 

２．保育者の人数 

３．保育者の専門性 

４．好きな遊びを楽しめる教材・遊具の配置 

５．友達とのかかわり 

６．食育 

７．英語・音楽・体操・絵画などの専門講師の配置 

８．小学校との交流 

９．ＩＣＴ教材 

１０．戸外で体を動かす 

※ＩＣＴ教材を活用した学習は、タブレットパソコンや電子黒板によるわかりやすい授業により、一人ひとりの能力や特性を伸ばすとともに、
子どもたち同士が楽しみながら教え合い学び合うことを目的としています。 

 

 

  

具体的に： 

 


